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　広野町除染事業と福島第一原子力発電所を調査視察　広野町除染事業と福島第一原子力発電所を調査視察
　原子力問題調査特別委員会（豊島寛一委員長ほか15人）は、平成24

年2月から現在までに一般住宅約1,950戸、集合住宅、公共施設、道路、

農地等の除染を行った広野町（福島県）を調査視察した。作業員は一

日最大で1,300人を数え、県外の作業員は２割程度。全員にマスクと外

部被曝測定のガラスバッジを支給し、３か月ごとにホールボディカウン

ター測定をしている。

　除染方法は、堆積物除去、高圧洗浄、拭き取り、表土剥ぎ取り、除

草、落ち葉除去など。除染物は最後に、町有地の仮置き場へ運ばれる。

国の中間貯蔵施設が設置されるまでの３年間、その仮置き場で管理を

するという計画になっている。

　東京電力福島第一原子発電所の視察は、３年近く経った現状につい

てまずＪヴィレッジで説明を受けた。発電所へ行く途中、荒れ果てた

農地や多くの戸閉めになっている家々を目にした。発電所では、１～４

号機の近くを専用バスで回った。カバーに覆われて中は見えなかった

が、建物の外にはいくつもの送電管が複雑に伸びていた。大地震で外

部電源確保ができなくなった送電線の鉄塔は、今も無残な姿のまま倒

れていた。次々発生する汚染水問題など、尋常ではない今回の事故の

規模を再認識させられた。
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